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本書の目的 

本書は、 MG メール 、 MG FAX を使用される方のための通 
信クイツクリファレンスです。使用する場所や方法に応じた設 
定と操作が簡単に、素早くわかるように記述されています。外 
出先などで必要に応じて参照してください。 

本書の表記_ 

本書は、実際の操作の流れに沿って記述しています。 

左側に表記されている画面で行う操作が右側に説明されてい 
ます。その操作を行った結果、表示される画面が次の行の左側 
に表記されます。 

+ 操作の流れを表します。続けて行ってください。 

^ 参照先の項目を表します。 

…前述の操作を行った結果を表します。 

困ったときは？ 

Mobile Gear をお使いになっていて分からないこと、困ったこ 
とがありましたら、下記のインフォメーシヨンセンターまでご 
連絡ください。 


NEC Mobile Gear インフォメーションセンター 
03 - 3798-2088 

受付時間：午前9:00〜午後5:00 
_ 月曜〜金曜（土曜、日曜、祝日を除く） 

電話番号はよくお確かめのうえおかけください0 
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移動したら必ずすること 

Mobile Gear を移動先で使う場合、しばしば普段とは違う通信 
設定にする必要が生じます。移動先では、どの設定をどう変え 
ればいいのか、まず以下の点を移動先の環境と照らし合わせて、 
変更すベき点を確認してください。 


① Mobile Gear の通信設定の確認 

Mobile Gear の通信設定は、「通信環境」と「発信元」という以下 
の2つの部分から構成されています。移動することにより変更 
の必要が生じる部分を設定しなおして通信を行います。 

変更方法については、 「Mobi le Gear でフイールドアクセス」 
(P 7〜）を参照してください。 

r 通信環境（通信を行うために必要となる設定）- 

• 回線設定—使用するモデムやセルラカード等を指定 
変更例：外出先で携帯電話につなげて使う場合など 
(P 8,14,18,23,30,35,36参照) 

• ホストの選択— PC-VAN，NIFTY-Serve 等を指定 
変更例： PC-VAN から NIFTY-Serve に接続し直す場合など 
(P 9,14,18,23,30参照) 

• I D 設定—ホストへ接続する際の丨 D、 パスワードを指定 
変更例：別の丨 D、 パスワードでログインする場合など 
(P 9,14,18,23,30参照） 

• 接続先—最寄りのアクセスボイントを指定 
変更例：普段とは異なる市外局番の地域で使用する場合など 
(P 9,14,18,24,30参照） 
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—発信元（通信を行う場所に関する設定） 

. 電話回線—市外局番、国番号、回線種別 （ 卜ーンまたはパルス） 
変更例：市外局番が異なる地域に移動した場合など 
( P 1 1，16,20,25,32, 34, 35, 37参照） 

•ダイ ヤルパター ン—外線発信番号が必要かどうか等 
変更例： ホテルの 部屋から通信を行う場合など 
( P 1 1，16,20,25,32,34,36,37参照） 

※） 発信元は「ダイヤルのプロパティ」とも呼ばれます。 


通信環境と発信元の設定は、設定を作成して登録してしまえば、 
あとは使用する場所や環境に合わせて切り替えるだけで通信 
を行うことができます。あらかじめいくつか作成しておくこと 
で、使用する場所に合わせて自由に組み合わせることができま 
す0 
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〔参考 I 接続先（アクセスボイント）は、通信を行う場所から最 
も近いものを指定するようにすれば、回線料金を節約すること 
ができます。 
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②移動先で使用する回線の確認 


■回線の種類 

回線は、プッシュ回線（トーン）とダイヤル回線（パルス） 
の2種類があります。ご使用になっている回線を確認して 
設定してください。 

. プッシュ回線 （ トーン） 

ダイヤルする時に「ピッポッパ」と鳴る回線です。プッシュ 
ホンタイプの電話機でもダイヤル回線の場合があります 
ので、注意してください。 

. ダイヤル回線（パルス） 

ダイヤルする時に「ジジジ」と鳴る回線です。 


■回線の確認 

移動先で回線の種別が不明な場合は、必ず使用できるかどう 
かを確認してから接続するようにしてください。出張先の 
ホテル等ならフロント等で回線の種類（トーンまたはパル 
ス）を問い合わせてください。ご自宅の場合は、 NTT 等 
使用されている回線の問い合わせ窓口に確認してください。 


|注意丨| オフイスやホテル等の電話機は、デジタル式構内交換 
機 ( PBX ) を使用している場合があります。その場合には 
接続しないでください。故障の原因となります。 

■発信番号 • 付加番号の確認 

オフイスやホテル等の内線を使用している場所から外線に 
電話をかける時は、最初に外線発信番号 （ 「0」等）を押す 
必要があります。また、第二電電などを使う場合は、付加 
番号の設定が必要になります。このような、発信番号や付 
加番号の設定が必要かどうかを確認します。 
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Mobile Gear でフイールドアクセス 

Mobile Gear は、様々な手段でどこでも好きな場所から電子メ 
ールや FAX を送受信することができます。 


1 [_ デジタル携帯電話につなげて使う 

Mobile Gear をデジタル携帯電話につなげて、いつでもど 
こでも電子メールや FAX の送受信が出来るようにしま 
す。！^「デジタル携帯電話につなげて使う」 P 8 を参照 
してください。 


2 jPHS につなげて使う 

PHS はコスト面で、デジタル携帯電話よりも手軽に利用 
できるところがメリットと言えるでしよう 。 Mobile Gear 
を PHS に接続して PIAFS カード等を利用する場合は、 
^ 「 PHS につなげて使う」 P 13 を参照してください。 


3 p イジタル公衆電話につなげて使う 

デイジタル公衆電話は、通称「グレ電」と呼ばれる、グレイ 
の色をした公衆電話で、データ通信用のモジュラージヤツ 
クがついています。携帯電話や PHS が手元になくても街 
角からデータ通信できる便利な電話です 。 Mobile Gear 
をデイジタル公衆電話に接続して利用する場合は、 I ® 3 
「デイジタル公衆電話につなげて使う」 P 23 を参照してく 
ださい。 

4 1=2線式電話回線（モジュラータイプ）につなげて使う 
2線式電話とは、一般の家庭などにもある通常の電話のこ 
とです 。 Mobile Gear を自宅の電話回線につなげたり、才 
フイスや出張先のホテルの電話回線につないで利用する 
場合は、「2線式電話回線（モジュラータイプ）につ 
なげて使う」 P 29 を参照してください。 

13主意！]キー テレホン、ビジネスホン、ホームテレホン、デ 
ジタ ル式構内交換機 ( PBX ) には接続しないでください。 
故障の原因となります0 












M I デジタル携帯雷話につなげて使う 

Mobile Gear をデジタル携帯電話につなげて使用する場合は、 
以下の手順で設定を行います。 

① 通信環境の設定（作成 • 切替 • 変更） 

② 発信元の設定（作成 • 切替 • 変更） 

③ 機器の接続 


用意するもの _ 

Mobile Gear とデジタル携帯電話をデジタルセルラカードお 
よび添付のケーブルで接続して使用します。以下のものが必要 
になります。 

• Mobile Gear 
• デジタル携帯電話 
• デジタルセルラカード 
• デジタルセルラカード添付のケーブル 

通信環境の設定（作成 • 切替 • 変更） 

デジタル携帯電話を使用できる通信環境の設定（作成 • 切替. 
変更）を行います。 

■通信環境を新規作成する場合 

(都内でデジタル携帯電話につなげて使用する設定例） 

Mobile Gear の電源を OFF にし、デジタルセルラカードを 
P C カード揷入口に差し込み 、 Mobile Gear の電源を ON に 
してから以下の設定を行います。 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

®「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②丨通信設定| 

通信設定画面 

③丨設定追加| 

通信環境入力画面 

④通信環境名を入力（例：デジタル携帯）|次へ| 

回線設定選択画面 

⑤ <新しい設定>を選択丨次へ| 
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回線設定画面 

⑥「モデムを選んでください （ M )」 の IV ]でリス 
卜を表示。デジタルセルラカードの名称を選択 
(例： PC -9801 N - J 13) [OKI 

ホスト選択画面 

⑦ホストを選択（例： PC - VAN ) 

I 追加— 丨 |次へ| 

ID 設定選択画面 

⑧〈接続時に指定〉を選択|次へ| 

接続先選択画面 

⑨〈新しい設定〉を選択 丨 次へ1 

接続先設定画面 

⑩電話番号1 ( A ) 丨 参照| 

接続先選択画面 

⑪接続先を選択（例：（東京28800 V .42 bis )) 

回 

接続先設定画面 

⑫ 回 

確認画面 

⑬確認後 丨 完了 | 


|]主意！ | ⑩の画面にが表示され、接続先を一覧画面から 
選択できるのは⑦でホストに PC-VAN または NIFTY-Serve 
を選んだ場合です。その他のホストを指定した場合は、接続先 
の電話番号を直接入力してください。 

■通信環境を切り替える場合 

デジタル携帯電話用の通信環境がすでに作成されている場 
合は、以下の手順で通信環境を切り替えます。 


Mobile Gear の電源を OFF にしデジタルセルラカードを P 
C カード揷入口に差し込み、 Mobile Gear の電源を ON に 
してから以下の設定を行います。 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

®「MG メール」アイコン 

メール _ 覧画面 

② [ j ] で通信環境名のリストを表示 

メールー覧画面 

③通信環境名を選択 


[参考1通信設定画面でも通信環境の切り替えができます。 
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■通信環境を変更する場合 

作成した通信環境の内容を一部変更する場合は、通信設定画 
面で必要な変更を行います。 


画面 

デスクトップ画面 

操作 

®「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②|通信設定| 

通信設定画面 

③必要に応じて、|ホスト追加| |ホスト削除] 


|回線設定| 妾続先| | id | |メ ール動作! 妾続 

通信設定画面 

④因 


I参考I 1子、スト削除] P — ル動作|睽続_ は、あ 
らかじめ一覧の中から変更するホストを反転表示させておく 
必要があります。 


発信元の設定（作成 • 切替 • 変更）_ 

どこから通信を行うかによって、発信元の作成.切替.変更を 
行います。 

考線発信番号と付加番号の設定または変更を行う場合は、 
r いろいろな場所での通信設定」 （P34) を参照してください。 

■新しい発信元を作成する場合 

(都内でデジタル携帯電話につなげて使用する設定例） 

通信を行う地域、場所の情報を定義した「発信元」を作成し 


ます。 

画面 

操作 

デスクトップ画面 

©「MG メール」アイコン 

メールー M 画面 

② 

通信のプロパティ 
画面 

③ダイヤル設定から発信元の|追加| 

発信元の作成画面 

④新しい発信元の名前を入力（例：都内出先） 

回 
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通信のプロパティ⑤電話回線の設定 
画面 市外局番 （ A ) :(例： 0 8 0 ) 

国番号 （ C ) :(例： 8 1) 

回線：トーン 

通信のプロパティ⑥| 編集| 

画面 

ダイヤルパターン⑦ダイヤルパターンの編集 
の編集画面 必要に応じて以下を設定する（外線発信番号、 

付加番号の設定/変更は 、 P 35,37を参照） 
市内通話 （ L ) : 

市外通話 （ D ) : 

国際通話 （ 丨〉： 

回 

通信のプロパティ⑧ 「0 K | 

画面 


■発信元を切り替える場合 

通信を行う地域、場所の情報を定義した「発信元」がすでに 
作成されている場合は、以下の手順で発信元を切り替えます。 

_画-面_操作 _ 

メールー覧画面 ① 圓 

通信のプロパティ②発信元の Ivj で発信元のリストを表示 
画面 


通信のプロパティ③発信元を選択して | ok ~| 
画面 


r 参考I通信設定画面から「ダイ ヤルのプロパティ1 を選択して 
も通信のプロパティ画面が表示されます。 
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■発信元を変更する場合 

通信のプロパティ画面に任意の発信元の設定を表示させ、必 
要な個所だけ変更して通信することもできます（トーンと 
パルスを替える等）。ただし、変更された設定のまま登録 
されるので、通信後はなるべくもとの設定に戻しておくよ 
うにしてください。次に使用する際に設定が変更されてい 
るままだと通信できなくなる可能性があります。 

機器の接続と通信手順 _ 

① 上記の設定後 、 Mobile Gear の電源を一旦 OFF にする。 

② デジタル携帯電話の電源 OFF の状態で、デジタルセルラカ 
ードに添付されているケーブルでカードとデジタル携帯電 
話を接続する。 

③ Mobile Gear — デジタル携帯電話の順で電源を ON にする。 

④ 電子メールの送受信を行う （ P 38 参照 ） 〇 

⑤ 携帯電話 — Mobile Gear の順で電源を OFF にする。 

⑥ デジタルセルラカードを取り出す。 
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ITTp h s につなけて佞う 

Mobile Gear を PHS につなげて使用する場合は、 「PIAFS」 
と「みなし音声接続」方式の2種類の方法があります。それぞ 
れ以下の手順で設定を行います。 

① 通信環境の設定（作成 • 切替 • 変更） 

② 発信元の設定（作成 • 切替 • 変更） 

③ 機器の接続 


① P I A F S 


用意するもの 

Mobile Gear と PHS を P I A F S で使用する場合は、以下の 
ものが必要になります。 

• Mobile Gear 

• PHS (PIAFS 対応） 

• PIAFS 専用カード 

• PIAFS カード添付のケーブル 

P I A F S 用通信環境の設定 
(作成 • 切替 • 変更） 

PIAFS を使用できる通信環境の作成 • 切替 • 変更を行います。 

■通信環境を新規作成する場合 

(都内で PIAFS により通信を行う設定例） 

Mobile Gear の電源を OFF にし PIAFS 専用カードを P C 
力ード揷入口に差し込み、 Mobile Gear の電源を ON にし 
てから以下の設定を行います。 
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画面 

デスクトップ画面 

操作 

®「MG メール」アイコン 

メール _ 覧画面 

②|通信設定| 

通信設定画面 

③丨設定追加| 

通信環境入力画面 

④通信環境名を入力(例： PIAFS 接続）|次へ| 

回線設定選択画面 

⑤ < 新しい設定 >を選択して|次へ| 

回線設定画面 

⑥「モデムを選んでください（い）」の[^1でリス 


卜を表示 。 P I A F S 専用カードの名、尔を選択 
(例：パルデイオデータカード DC -1 P ) 


0 


ホスト選択画面 

⑦ 

ホストを選択（例： PC - VAN ) 

|追加 一| |次へ| 


ID 設定選択画面 

⑧ 

〈接続時に指定〉を選択して 

1次へ1 

接続先選択画面 

⑨ 

〈新しい設定〉を選択して 

1次へ1 

接続先設定画面 

⑩電話番号1 ( A ) の|参照| 


接続先選択画面 

⑪接続先を選択（例：東京： （ PIAFS 専用）） |_0 K ] 

接続先設定画面 

⑫ 回 


確認画面 

⑬確認後、 丨 完了 | 



[1 主意！ | ⑩の画面で |参照1 が表示され、接続先を一覧画面から 
選択できるのは⑦でホストに PC-VAN または NIFTY-Serve 
を選んだ場合です。その他のホストを指定した場合は、接続先 
の電話番号を直接入力してください。 

■通信環境を切り替える場合 

PIAFS 用の通信環境がすでに作成されている場合は、以下 
の手順で通信環境を切り替えます。 

Mobile Gear の電源を OFF にし PIAFS 専用カードを P C 
カード挿入口に差し込み、 Mobile Gear の電源を ON にし 
てから以下の設定を行います。 
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画面 

操作 

デスクトップ画面 

®「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

② [Vj で通信環境名のリストを表示 

メールー覧画面 

③通信環境名を選択 


[¥ W ] 通信設定画面でも通信環境の切り替えができます。 


■通信環境を変更する場合 

作成した通信環境の内容を一部変更する場合は、通信設定画 
+面で必要な変更を行います。 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

®「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②丨通信設定| 

通信設定画面 

③必要に応じて、|ホスト追加11ホスト削除！ 

|回線設定 I U 妾続先| | ID || メ ール動作]妾続 

通信設定画面 

④0 


「参考I ■、スト削除|睽続先I 匝 |メール動作！ 続順 j は、あ 
らかじめ一覧の中から変更するホストを反転表示させておく 
必要があります。 


PIAFS 用発信元の設定 
(作成 • 切替 • 変更） 

どこから通信を行うかによって、発信元の作成•切替•変更を 
する必要があります。 

考 1外線発信番号と付加番号の設定または変更を行う場合は、 
「いろいろな場所での通信設定」 （P34) を参照してください。 
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■新しい発信元を作成する場合 

(都内で PIAFS により通信を行う設定例） 

通信を行う地域、場所の情報を定義した「発信元」を作成し 


ます。 


画 面 

操作 

デスクトップ画面 

©「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

② 

通信のプロパティ ③ ダイヤル設定から発信元の1追加1 

画面 


発信元の作成画面 

④ 新しい発信元の名前を入力（例：都内出先) |"0 M 

通信のプロパティ⑤電話回線の設定 

画面 

市外局番 （ A ) :(例： 0 6 0 ) 

国番号 （ C ) :(例： 81 ) 

回線：トーン 

通信のプロパティ⑥丨編集1 

画面 


ダイヤルバターン⑦ダイヤルパターンの編集 

の編集画面 

必要に応じて以下を設定する（外線発信番号、 
付加番号の設定/変更は 、 P 35,37を参照） 

市内通話 （ L ) : 

市外通話 （ D ) : 

国際通話 ( 1 ) ： 

[〇<] 

通信のプロパティ 
画面 

⑧ [ ok ] 
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■発信元を切り替える場合 

通信を行う地域、場所の情報を定義した「発信元」がすでに 
作成されている場合は、以下の手順で正しい発信元に切り替 
えます。 


画面 _ _操作 _ 

メールー覧画面 ① 圓 

通信のプロパティ②発信元の[ VI で発信元のリストを表示 
画面 

通信のプロパティ③発信元を選択して [OKI 
画面 


「参考| 通信設定画面から| ダイヤルのプロパティ1 を選択して 
も通信のプロパティ画面が表示されます0 

■発信元を変更する場合 

通信のプロパティ画面に任意の発信元の設定を表示させ、必 
要な個所だけ変更して通信することもできます（トーンと 
パルスを替える等）。ただし、変更された設定のまま登録 
されるので、通信後はなるべくもとの設定に戻しておくよ 
うにしてください。次に使用する際に設定が変更されてい 
るままだと通信できなくなる可能性があります。 


機器の接続と通信手順 （P I A F S) 

① 上記の設定後、 Mobile Gear の電源を一旦 OFF にする。 

② PHS の電源を OFF にして、 PIAFS 専用カード添付のケー 
ブルでカードと PHS を接続する。 

③ Mobile Gear—PHS の順で電源を ON にする。 

④ 電子メールの送受信を行う （P38 参照）。 

⑤ PHS—Mobile Gear の順で電源を OFF にする。 

⑥ PIAFS 専用カードを取り出す。 
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②みなし音声接続 


用届、1るもの 

Mobile Gear と PHS をみなし音声接続により使用する場合は、 
以下のものが、必要になります。 

• Mobile Gear 

• PHS 

•携帯電話用接続アダプタ (PC-CM901) 

みなし音声接続用通信環境の設定 
(作成 • 切替 • 変更） 

みなし音声接続で PHS を使用するための通信環境の作成•切 
替 • 変更を行います。 

■通信環境を新規作成する場合 


(都内でみなし音声接続により通信を行う設定例) 


画面 

デスクトップ画面 

操作 

©「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②丨通信設定| 

通信設定画面 

③丨設定追加| 

通信環境入力画面 

④通信環境名を入力（例：みなし音声接続）|次へ| 

回線設定選択画面 

⑤く手動 （ PHS , 音響カブラ）> を選択して|次へ| 

ホスト選択画面 

⑥ホストを選択（例： PC - VAN ) 

1追加—1丨次へ丨 

ID 設定選択画面 

⑦〈接続時に指定〉を選択して丨次へ| 

接続先選択画面 

⑧〈新しい設定〉を選択して|次へ| 

接続先設定画面 

⑨電話番号1 ( A ) の丨参照| 

接続先選択画面 

⑩接続先選択（例：東京 （28800 V .42 bis ) [ OK ] 
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接続先設定画面 ⑪ ® 

確認画面 ⑫確認後、丨完 


[] 主意！ I⑩の画面に!]参照"]が表示され、接続先を一覧画面から 
選択できるのは⑦でホストに PC-VAN または NIFTY-Serve 
を選んだ場合です。その他のホストを指定した場合は、接続先 
の電話番号を直接入力してください。 


■通信環境を切り替える場合 

みなし音声接続用の通信環境がすでに作成されている場合 
は、以下の手順で通信環境を切り替えます。 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

① 「MG メール」アイコン 

メ ー ル ー覧画面 

② \ y \ で通信環境のリストを表示 

メ ー ル ー覧画面 

③通信環境名を選択 


〇考I通信設定画面でも通信環境の切り替えができます。 


[参考I通信設定画面から回線設定の一覧を表示させて「手動 
(PHS， 音響カブラ）」を選択することもできます。 


■通信環境を変更する場合 

作成した通信環境の内容を一部変更する場合は、通信設定画 
面で必要な変更を行います。 


画面 

デスクトップ画面 

_ ず乍 

©「MG メール」アイコン 

メ ー ルー M 画面 

②|通信設定| 

通信設定画面 

③必要に応じて、|ホスト追加| |ホスト削除！ 


1 回線設定 1 妾続先！ | id | 1 メー ル動作! U 妾続川_ 

通信設定画面 

④0 
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I 参考 I スト削除 | 睽続先I 回 Iメール動作 1 PM ! は、あ 
らかじめ一覧の中から変更するホストを反転表示させておく 
必要があります。 


みなし音声接続用発信元の設定 
(作成 • 切替 • 変更） 

どこから通信を行うかによって、発信元の作成.切替.変更を 
する必要があります。 

_外線発信番号と付加番号の設定または変更を行う場合は、 
「いろいろな場所での通信設定」 （P34) を参照してください。 

■新しい発信元を作成する場合 

(都内でみなし音声接続により通信を行う設定例） 

通信を行う地域、場所の情報を定義した「発信元」を作成し 


ます。 

画面 

操作 

デスクトップ画面 

0 「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

② 

通信のプロパティ ③ ダイヤル設定から発信元の1追加1 
画面 

発信元の作成画面 

④ 新しい発信元の名前を入力（例:都内出先） [5^] 

通信のプロパティ 

⑤ 電話回線の設定 

画面 

市外局番 （ A ) :(例： 0 4 0) 

国番号 （ C ) :(例： 81 ) 

回線：卜ーン 


通信のプロパティ⑥ |編集1 
画面 


ダイヤル パターン ⑦ダイヤル パターンの 編集 
の編集画@ 必要に応じて以下を設定する（外線発信番号、 

付加番号の設定/変更は、 P 35,37 を参照） 
市内通話 （ L ) : 

市外通話 （ D ) : 
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国際通話 （ 丨 ） 

回 

通信のプロパティ⑧@ 

画面 


■発信元を切り替える場合 

通信を行う地域、場所の情報を定義した「発信元」がすでに 
作成されている場合は、以下の手順で正しい発信元に切り替 
えます。 

_ 画面」 _ _ 操作 _ 

メールー覧画面 ① 

通信のプロパティ②発信元の I で発信元のリストを表示 
画面 


通信のプロパティ③発信元を選択して | 0 K ~| 
画面 


[## J 通信設定画面から| ダイヤルのプロパティ1 を選択して 
も通信のプロパティ画面が表示されます。 

■発信元を変更する場合 

通信のプロパティ画面に任意の発信元の設定を表示させ、必 
要な個所だけ変更して通信することもできます（トーンと 
パルスを替える等）。ただし、変更された設定のまま登録 
されるので、通信後はなるべくもとの設定に戻しておくよ 
うにしてください。次に使用する際に設定が変更されてい 
るままだと通信できなくなる可能性があります。 
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機器の接続と通信手順 
(みなし音声接続） 

① 上記の設定後 、 Mobile Gear の電源を一旦 OFF にする。 

② 携帯電話用接続アダプタ ( PC - CM 901) をモジュラージャック 
に接続する。 

③ もう一方を PHS のイヤホンジャックに接続する0 

④ Mobile Gear — PHS の順で電源を ON にする。 

⑤ 電子メー ルで通信を開始する。 

⑥ 「 XXXX に電話をかけてください」というメッセージが表 
示されるので、_を選択する。 

手動発信用のターミナル画面に切り替わります。 

⑦ PHS で電話番号を入力し、通話キーを押す。 

⑧ 手動発信用ターミナルから AT コマンドを入力する。 

(例: ATD [ Enter )) 

⑨ 手動用ターミナル画面に CONNECT xxxx が表示された後、 
[ファイル]-[継続]を選択し、パソコン通信画面に切り替 
える0 
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rrr ディジタル公衆電話につなげ t 使う 1 

Mobile Gear をディジタル公衆電話につなげて使用する場合 
は、以下の手順で設定を行います。 

① 通信環境の設定（作成 • 切替 • 変更） 

② 発信元の設定（作成 • 切替 • 変更） 

③ 機器の接続 


用意するもの 

Mobile Gear とデイジタル公衆電話をモジュラーケーブルに 
より接続して使用します。以下のものが必要になります。 

• Mobile Gear 

•モジュラーケーブル（添付） 


通信環境の設定（作成 • 切替 • 変更） 

デイジタル公衆電話と接続して使用できる通信環境の作成•切 
替•変更を行います。 


■通信環境を新規作成する場合 

(都内でディジタル公衆電話につなげて通信を行う設定例) 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

① 「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②丨通信設定| 

通信設定画面 

③丨設定追加丨 

通信環境入力画面 

④通信環境名を入力（例：ディジタル公衆電話） 

1次へ1 

回線設定選択画面 

⑤ <ディジタル公衆電話〉を選択して|次へ| 

ホスト選択画面 

⑥ホストを選択（例： PC - VAN ) 

I 追加—丨 丨次へ| 

ID 設定選択画面 

⑦〈接続時に指定〉を選択して丨次へ| 
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接続先選択画面 ⑧〈新しい設定〉を選択して I 次へ I 


接続先設定画面 

⑨電話番号1 ( A ) の丨参照1 

接続先選択画面 

⑩接続先を選択（例：（東京 (28800 V . 42 bis )) 

[ ok ] 

接続先設定画面 

⑪回 

確認画面 

⑫確認後、丨完了 | 


[1 主意！ 1⑩の画面に |参照 n が表示され、接続先を一覧画面から 
選択できるのは⑦でホストに PC-VAN または NIFTY-Serve 
を選んだ場合です。その他のホストを指定した場合は、接続先 
の電話番号を直接入力してください。 

■通信環境を切り替える場合 

デイジタル公衆電話用の通信環境がすでに作成されている 
場合は、以下の手順で通信環境を切り替えます。 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

©「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

② [V] で通信環境のリストを表示 

メール _ 覧画面 

③通信環境を選択 


「参考| 通信設定画面でも通信環境の切り替えができます。 

■通信環境を変更する場合 

作成した通信環境の内容を一部変更する場合は、通信設定画 
面で必要な変更を行います0 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

0 「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②丨通信設定| 

通信設定画面 

③必要に応じて、|ホスト追加| |ホスト削_ 

1回線設定1 _続先 Mid | 1 メール動作1 _続_ 

通信設定画面 

④因 
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「参考 1 1系スト削除 IH 妾続先1 0 1メール動作 I 故妾続順 I は、あ 

らかじめ一覧の中から変更するホストを反転表示させておく 
必要があります。 


発信元の設定（作成 • 切替 • 変更） 

どこから通信を行うかによって、発信元の作成.切替•変更を 
する必要があります。 

_外線発信番号と付加番号の設定または変更を行う場合は、 
「いろいろな場所での通信設定」 （ P 34) を参照してください。 

■新しい発信元を作成する場合 

(都内でディジタル公衆電話につなげて通信する設定例） 
通信を行う地域、場所の情報を定義した「発信元」を作成し 
ます。 

画面 操作 


デスクトッブ画面 

① 「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②圖 

通信のプロパティ③ダイヤル設定から発信元の1追加1 
画面 

発信元の作成画面 

④新しい発信元の名前を入力（例：都内出先） 

[ ok ] 

通信のプロパティ⑤電話回線の設定 

画面 

市外局番 （ A ) :(例： 0 3) 

国番号 （ C ) :(例： 81 ) 

回線：トーン 


通信のプロパティ⑥ 「編集| 
画面 


ダイヤルバターン⑦ダイヤルバターンの編集 
の編集面1@ 必要に応じて以下を設定する（外線発信番号、 

付加番号の設定/変更は、 P 35,37を参照） 
市内通話 （ L ) : 

市外通話 （ D ) : 
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国際通話 （ I ) : 

回 

通信のプロパティ⑧ [ ok | 

画面 


■発信元を切り替える場合 

通信を行う地域、場所の情報を定義した「発信元」がすでに 
作成されている場合は、以下の手順で正しい発信元に切り替 
えます。 

_画_面_操作_ 

メール ー覧画面 ① 圓 

通信のプロパティ②発信元の 「▼ | で発信元のリストを表示 
画面 

通信のプロパティ③発信元を選択して rod 
画面 


「参考 I 通信設定画面から1 ダイヤルのプロパティ| を選択して 
も、通信のプロパティ画面が表示されます。 

■発信元を変更する場合 

通信のプロパティ画面に任意の発信元の設定を表示させ、必 
要な個所だけ変更して通信することもできます（トーンと 
パルスを替える等）。ただし、変更された設定のまま登録 
されるので、通信後はなるべくもとの設定に戻しておくよ 
うにしてください。次に使用する際に設定が変更されてい 
るままだと通信できなくなる可能性があります。 
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機器の接続と通信手順 _ 

① 上記の設定後 、 Mobile Gear の電源を一旦 OFF にする。 

② 添付のモジュラーケーブルを Mobile Gear のモジュラージ 
ャックに差し込む。 

③ モジュラーケーブルのもう片方をデイジタル公衆電話の「ア 
ナログ」のジャックに差し込む。 

④ デイジタル公衆電話の切替ボタンを押して、電話と ISDN 
端子を切り替える（切替ボタンはアナログジャックの左側や 
画面などにあります）。 

⑤ Mobile Gear の電源を ON にしてテレフォンカードまたは 
硬貨を入れる。 

⑥ 電子メー ルの送受信を行う ( P 38 参照)。 

N T T カード C を使う場合 

デイジタル公衆電話で NTT 力ード C を利用することができ 

ます。以下のような手順で設定を行ってください。 

① 通信環境と発信元の設定を行う （ P 18,20の場合と同じで 
す）。回線設定で、「手動 （ PHS , 音響カブラ）」を選択する。 

② 添付のモジュラーケーブルを Mobile Gear の電源を OFF に 
してからモジュラージャックに差し込む。 

③ モジュラーケーブルのもう片方をデイジタル公衆電話の「ア 
ナログ」のジャックに差し込む。 

④ 電子メー ルの送受信で通信を開始する。 

「 XXXXX に電話をかけて下さい」というメッセージが表 
示されます。 

⑤ デイジタル公衆電話のオンフックボタンを押してカード c 
を挿入する。 

⑥ デイジタル公衆電話からの音声指示に従って、暗証番号を入 
力する。 

⑦ Mobile Gear の電源を ON にする。 

⑧ デイジタル公衆電話からの音声指示に従って 、 Mobile Gear 
のメッセージに表示されている接続先電話番号を入力する。 
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⑨ 接続先と接続されたら、デイジタル公衆電話の切替ボタンを 
押して、電話と ISDN 端子を切り替える。 

(切替ボタンは接続端子の左側や画面などにあります。） 

⑩ 手動 用 ターミナル画面から AT コマンドを入力する0 

(例 ： ATD | Enter ~|) 

⑪手動用ターミナル画面に CONNECT xxxx が表示された後、 
[ファイル]一[継続] を選択し、パソコン通信画面に切り替え 
る。 
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4 2 線式電話回線（モジュラータイフ）に 
I つなげて1史つ 

2線式電話とは、通常のモジュラー式電話のことです 。 Mobile 
Gear を自宅の電話回線につなげたり、オフイスや出張先のホ 
テルの電話回線につないで利用する場合は、以下の手順で設定 
を行います。 

① 通信環境の設定（作成 • 切替 • 変更） 

② 発信元の設定（作成.切替 • 変更） 

③ 機器の接続 

D 主意！1 キャッチホン回線に接続して通信を行っている時 
に電話がかかって来ると、キャッチホンが働いてしまい、通 
信が切れてしまいますので注意してください0キャッチホン 
n では、「通信中に割り込まない」という設定にすることがで 
きます。 


用意するもの_ 

Mobile Gear と2線式電話回線をモジュラーケーブルにより 
接続して使用します。以下のものが必要になります。 

• Mobile Gear 
• モジュラーケーブル 

通信環境の設定（作成 • 切替 • 変更）_ 

2線式電話回線と接続して使用できる通信環境の作成*切替. 
変更を行います。 


■通信環境を新規作成 する 場合 
(ホテルの部屋から外線発信する例) 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

0 「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②|通信設定| 
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通信設定画面 

③|設定追加| 

通信環境入力画面 

④通信環境名を入力（例：ホテル）丨次へ1 

回線設定選択画面 

⑤ <自動（内線）>を選択して1次へ1 

ホスト選択画面 

⑥ホストを選択（例： PC - VAN ) 


I 追加— I 丨次へ I 

ID 設定選択画面 

⑦〈接続時に指定〉を選択して丨次へ1 

接続先選択画面 

⑧〈新しい設定〉を選択して1次へ1 

接続先設定画面 

⑨電話番号1 ( A ) の丨参照| 

接続先選択画面 

⑩接続先を選択（例：東京 (28800 V .42 bis )) 

回 

接続先設定画面 

⑪回 

確認画面 

⑫確認後、丨完了 | 


[注意！ | ⑩の画面に I 参照 | が表示され、接続先を一覧画面から 
選択できるのは⑦でホストに PC - VAN または NIFTY-Serve 
を選んだ場合です。その他のホストを指定した場合は、接続先 
の電話番号を直接入力してください。 

_内線を使用していない電話回線（例：自宅）につなげて 
通信を行う場合は、回線設定選択画面から<自動（直通）>を 
選択してください。 


■通信環境を切り替える場合 

2線式電話回線用の通信環境がすでに作成されている場合 
は、以下の手順で通信環境を切り替えます。 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

®「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

② IV] で通信環境のリストを表示 

メールー覧画面 

③通信環境を選択 


[参考1通信設定画面でも通信環境の切り替えができます。 
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■通信環境を変更する場合 

作成した通信環境の内容を一部変更する場合は、通信設定画 
面で必要な変更を行います。 


画面 

デスクトッブ画面 

操作 

©「MG メール」アイコン 

メ ー ル ー覧画面 

② 丨 通信設定| 

通信設定画面 

③必要に応じて、|ホスト追加 11 ホスト削除！ 


1 回線設定 1 卩妾続先 I | ID || メール動作 1 U 妾続 

通信設定画面 

④ 因 


「参考 I 降スト削除 IH 妾続先| iid | |メール動作! _続_は、あ 
らかじめ一覧の中から変更するホストを反転表示させておく 
必要があります。 


発信元の設定（作成 • 切替 • 変更） 

どこから通信を行うかによって、発信元の作成.切替•変更を 
する必要があります。 

考 1外線発信番号と付加番号の設定または変更を行う場合は、 
「いろいろな場所での通信設定」 （ P 34) を参照してください。 

■新ししヽ発信元を作成する場合 
(ホテルの部屋から外線発信する例） 

通信を行う地域、場所の情報を定義した「発信元」を作成し 
ます。 

画面_操作_ 

デスクトップ画面 ① 「MG メール」アイコン 
メールー覧画面 ② …… 

通信のプロパティ③ダイヤル設定から発信元の〇皂加」 

画面 

発信元の作成画面④新しい発信元の名前を入力（例：都内ホテル） 

回 
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いろいろな場所での通信設定 

オフィスゃホテル等の内線を使用している場所から外線に電 
話をかける時は、最初に外線発信番号 （ 「〇」等）を押します。 
このような、いわゆるゼロ発信が必要な場所では、設定もゼロ 
発信用の設定にしておく必要があります。 

ゼロ発信の設定 

オフィスゃホテル内など、内線から外線に接続したい場合は、 
以下のように設定します。 _ 

画面 作.... 

メールー 覧画面 ① I 通信設定 I 

通信設定画面 ② I ダイヤルのプロパティ1 

ダイヤルのプロパ③ I 0 KI 
ティの説明画面 

通信のプロパティ④電話回線の設定 
画面 市外局番 ( A ): 

国番号 ( C ): 

回線：トーンまたはパルス 

「ダイヤルパターンの設定」で先頭が「0,_|にな 

っていることを確認する。 

回 

通信設定画面に戻る。 

(「0,」になっていない場合は⑤一⑨の手順を 
行ぅ） 

通信のプロパティ⑤発信元を IM で表示させて「勤務先」を選択。 
画面 丨追 

発信元の作成画面⑥発信元の名前を入力して Lok ] 

通信のプロパティ⑦ 「編集1 
画面 

ダイヤルパターン⑧「〇,」を先頭に入力して fbicl 
の編集画面 
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通信のプロパティ⑨ [ ok ] 
画面 


次に回線設定を以下のように行います。_ 

_画-面_操_作 

通信設定画面 ①[回線設定 1 


回線設定名一覧画②回線設定名を選択 I 追加"！または [； 修正 j 
面 

回線設定画面 ③デムの 

モデムの設定につ④ Iok ] 

いての画面 

デバイスのプロパ⑤「ダイヤルのオプション」を 選択。 

ティ画面 「発信音がしてからダイヤルする （ W ): J のチェ 

ックを外して [ ok | 

回線設定画面 ⑥ [ ok ] 

回線設定名一覧画⑦ [ ok ] 

面 


外線発信番号の変更 


内線から外線に接続するときの外線発信番号が「0」以外の場 
合、以下のように設定します0 

画面」 

操作 

メールー覧画面 

① 1通信設定1 

通信設定画面 

② 1ダイヤルのプロパティ1 

ダイヤルのプロパ 

③ [ ok ] 

ティの説明画面 


通信のプロパティ④電話回線の設定 
胃® 市外局番 ( A ): 


国番号 ( C ): 

回線：卜ーンまたはパルス 

pi] 
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ダイヤルパターン⑤最初の0を外線発信番号の数字に変更して 
の編集画面 | okJ 

通信のプロパティ⑥ [ 0K \ 

画面 


回線設定は、ゼロ発信の場合と同じ設定にします。 

画面 操作 

通信設定画面 ① 回線設定1 

回線設定名一覧画②[追加|または〇正| 


回線設定画面 ③1 モデムの設定 I 

モデムの設定につ④ | ok [ 

いての画面 

デバイスのプロパ⑤「ダイヤルのオプション」を選択。 

ァィ「発信音がしてからダイヤルする （ W ): J のチェ 
ックを外して [0 KJ 

回線設定 ⑥ [0 KJ 

回線設定名一覧画⑦ [0 KJ 
面 

_直通でダイヤルできる場所（個人宅等）から通信する場 
合は、「ダイヤルパターンの編集画面」の「市外通話」「国際通 
話」の最初の「0，」を削除しておく必要があります。ただし、 
発信元を「自宅」に設定している場合は、最初の「0,」はありま 
せん。 
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付加番号の設定 


第二電電などを使う場合の付加番号を設定します。 

画面 

操作 

メールー覧画面 

① 丨通信設定 I 

通信設定画面 

②丨ダイヤルのプロパティ| 

ダイヤルのプロパ③ iok | 

ティの説明画面 

通信のプロパティ④電話回線の設定 

画面 

市外局番 ( A ): 

国番号 ( C ): 

回線：トーンまたはパルス 

丨 

ダイヤル パター 

ン⑤ 「市外通話」、「国際通話」の先頭に必要な付加番 

の 編集画面 

号を追加して lOK ] 


通信のプロパティ ⑥ foicl 
画面 


r 参考1 回線に切換アダプタ(回線の自動選択を行う）がついて 
いる場合は、上記の手順は必要ありません。 
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電子メ ール 

電子メールを送受信する前に、次のことを行ってください。 

• 利用環境に合わせてあらかじめ通信環境を設定する 
• 回線を接続する。 

回線の接続は nm 、 「受信 I 、 「直接送信 I を選択する前までなら 
いつ行ってもかまいません。 


メールの設定をする 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

0 「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②丨メール設定| 

メール設定画面 

③ 受信または送信のメール設定後 [OKJ 

メールを 作成して送信する 

画面 

操作 

デスクトップ画面 

®「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②|新規メール| 

メールアシスタ： 

卜画面 

ン③ 必要な設定を行い [OKJ 

宛先設定画面 

④ 表題を入力（例： testmail ) | Enter ] 

宛先設定画面 

⑤種別選択（例：@) 

メールホスト選択（例： K - van |) 

メールアドレス指定（例 •• AM 12345) | Enter | 
名前指定（例：日電太郎）丨 Enter | 

I 確定 I 

ワープロ画面 

⑥文書作成+ [ファイル]+ [終了] 

保存メッセージ 

⑦ I はぃ| 
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送信確認画面 

⑧送信方法を選択（例：「送信予約」） 


送信形式を選択（例：「テキスト形式」） 1^1 

ID / パスワード入力⑨（「直接送信」選択時、 ID 設定が「接続時に指定」 

画面 

になっている場合） 


ID とパスワードを入力後 foie ] 

送信予約メ ー ルを修正して送信する 

画面 操作 

デスクトップ画面 

① 「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②「送信 BOX 」 の予約メールを選択 

メールー覧画面 

③[ファイル]+ [開く] 

ワープロ画面 

④メール文書修正 今 [ファイル]■♦[終了] 

保存メッセージ 

⑤|はぃ| 

メールー覧画面 

⑥|送信| 

ID / パスワード入力⑦（「直接送信」選択時、 ID 設定が「接続時に指定」 

画面 

になっている場合） 


ID とパスワードを入力後 [ oi (] 

MG エディタからメ ールを送信する 

画.面 - 

操作 

デスクトップ画面 

① 「 MG エディタ」アイコン 

エディタ画面 

②文書作成後、[ファイル] 今 [メール登録] 

宛先設定画面 

③表題を入力（例： testmail ) | Enter | 


宛先設定画面 ④種別選択（例：@) 


メールホスト選択（例：匕- V /4 

メールアドレス 指定（例： AAA 12345) [Enter I 

名前指定（例：日電太郎） [| m ^7] 

確定」 
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送信確認画面 

⑤送信方法を選択（例：「送信予約」） 

送信形式を選択（例： UUENCODE) [j(] 

「送信予約」選択時 

エディタ画面 

⑥ 

[ファイル]+ [終了] 

「送信予約」選択時 
エディタ確認画面 

⑦ 网 

「送信予約」選択時 

⑧ 

ファイルを保存するフォルダを選択。 

ファイル保存画面 


(例： My Documents) [OK] 

ファイル名を指定（例： testmail) |01(] 

ID/ パスワード入力⑦ 

(「直接送信」選択時、 ID 設定が「接続時に指定」 

画面 


になっている場合） 

ID とパスワードを入力後 I0K] 


作成済みのメール文書を送信する 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

©「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②「送信 B0XJ の予約メールを選択 

メールー覧画面 

③|送信| 

ID/ パスワード入力④（「直接送信」選択時、 ID 設定が「接続時に指定」 

画面 

になっている場合） 

ID とパスワードを入力後 [ OK ] 


[ WW ] メールを送信する時に、デジタルカメラのデータを添付 
ファイルとして指定したり、またはバイナリメールとして送る 
ことができます（メー ルー覧画面から[ファイル]—[バイナリメ 
ール作成]を選択 ） 〇 

詳細は『ユーザーズガイド（ソフトウェア）編』を参照してく 
ださい。 
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メ ールを受 f 言する 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

®「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

② 1 受信 1 

ID / パスワード入力③ （ ID 設定が「接続時に指定」になっている場 

画面 

合） ID とパスワードを入力後 |0 K ] 

受信したメ ー ルを読む 

画面 

操作 

デスクトップ画面 

① 「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②「受信 BOX」 を表示 

メールー覧画面 

③表示するメールを選択して [ Enter 」 

受信したメ ー ルに返信する 

画面 

操作 

デスクトップ画面 

① 「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②「受信 B0XJ 選択 

メールー覧画面 

③返信するメールを選択後[通信] 今 [返信] 

メール アシスタント 
【返信】画面 

④オプションを選択 

メールアシスタント 
【返信】画面 

⑤「返信時の宛先：」を選択（例：「全ての宛先」） 
「表題：」を選択（例： Re :) 


「受信メールを引用：」の指定を選択 
「引用メッセージ： J (例：—— ) 

「引用記号：」（例：〉） 

「元メールの ヘッダ 行を削除」を0 roic] 

宛先設定画面 

⑥[ファイル] 今 [終了] 

宛先設定終了画面 

⑦ 1 確定 1 
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ワープロ画面 

⑧文書作成+ [ファイル]+ [終了] 

保存メッセージ 

⑨|はぃ| 

送信確認画面 

⑩送信方法を選択（例：「送信予約」） 

送信形式を選択（例：「テキスト形式」） i _ okJ 

ID/ パスワード入力⑪（「直接送信」選択時、 ID 設定が「接続時に指定」 

画面 

になっている場合） 

ID とパスワードを入力後 [ ok ] 

受信したメールを転送する 

画面 

操作 

デスクトップ画面 

©「MG メール j アイコン 

メールー覧画面 

②「受信 BOX」 選択 

メールー覧画面 

③転送するメールを選択後[通信]+ [転送] 

メール アシスタント 
【転送】画面 

④オプションを選択 

メーノレアシスタント 

⑤「表題：」を選択（例： Fw :) 

【転送】画面 

「引用メッセージ：」を選択 
(例： 一 Forwarded Message 一 ) 

「元メールの ヘッダ 行を削除」を 0 [ ok ] 

宛先設定画面 

⑥種別選択（例： 


メールホスト選択（例 : pc - van |) 


メールアドレス 指定 （例： AAA12345) | Enter) 
名前指定（例：日電太郎） [Enter] 

[ 確定」 


ワープロ画面 

⑦文書作成+ [ファイル]今[終了] 

保存メッセージ 

⑧丨はぃ| 

送信確認画面 

⑨送信方法を選択（例：「送信予約」） 


送信形式を選択（例：「テキスト形式」） [okJ 

ID/ バスワード入力⑩（「直接送信」選択時、 ID 設定が「接続時に指定」 

画面 

になっている場合〉 

ID とパスワードを入力後 [OKJ 
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I 参考 I 送信 BOX 内にある文書は転送できません。送信 BOX 
内にある文書を転送したいときは、 [ファイル]— [移動]を 
選択して、その文書を送信 BOX 以外のフォルダに移動して 
ください0 


時間を指定してメールを送受信する 


画面 

操作 

デスクトップ画面 

®「MG メール」アイコン 

メールー覧画面 

②[設定]+ [タイマーメール] 

タイマーメールの③「時間設定」（例：時刻指定の場合は、時間指 

プロパティ画面 

定 (1) をチヱックし時刻を指定する） 

「動作」指定（例：受信） [ ok ] 

メールー覧画面 

④メールー覧画面に戻り、指定した時間にタイマ 
ーメールが起動され、指定した動作（メールの 
送信、受信、送受信）を行う。 


n 主意！ I タイマーメールを予約する前に次の点を確認して、 
そのままメールの送受信を行うことができる状態にしてく 
ださい。 

-電話回線に接続されている。 

• 通信設定が正しく設定されている。 

-通信設定で ID およびパスワードが入力されている。 
•通信設定の回線設定画面で「自動」に設定されている。 

-電源に AC アダプタを使用している、または電池残量が十 
分に残っている。 

• メールを受信するのに必要なメモリの残り容量が確保さ 
れている（受信をする場合）。 


43 















FAX 送受信 

FAX を送受信する前に回線の設定を行ってください。 

回線の設定は [H] または [11] を選択する前ならいつ行って 
もかまいません。 

また、 PHS では FAX の送受信は行えません。 


FAX を送信する 


画面 

操作 

デスクトッ 
画面 

プ ① 「MG F AXJ アイコン 

F A X 画面 

②画面左の 「 FAX 送信」を選択 

F A X 画面 

③「文書」を指定（|参照|または1 メール参照 1) 

「タイトル」指定（例••送信テスト） 

「 FAX 番号」指定（例： 0123-4567) 

「氏名」指定（例：日電太郎） 

「会社名」指定（例：日本電気） 

[設定]+ [通信設定] 

通信設定画面④モデムを選択後@ 

F A X 画面 

⑤ |^ fa | 


FAX 送信する場合は、接続する回線によって次のように条件 
を設定してください。 

•ディジタル公衆電話 （ NTT カード C を使う場合も同様） 
通信設定画面で「モデム選択」を接続しているモデムに設 
定し、「ダイヤルのプロパティ」の「電話回線の設定」を「卜 
ーン」に設定してください0 
• 2線式電話回線（モジュラータイプ） 

通信設定画面で「モデム選択」を接続しているモデムに設 
定してください。 

• デジタル携帯電話 

通信設定画面で「モデム選択」を接続しているモデムまた 
はセルラカードに設定し、「ダイヤルのプロパテイ」の「電 
話回線の設定」を「トーン」に設定してください。 
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FAX を受信する 


画面 操作 


デスクトップ画① 「MG FAX 」 アイコン 


面 


F A X 画面 

②画面左の 「 FAX 受信」を選択[設定]+ [通信設定] 

通信設定画面 

③モデムを選択後 ra 

FAX 受信画面 

④1受信1 

FAX 受信画面 

⑤受信が終了すると、受信記録に表示 
■»_ 示]で MG FAX エディタに表示 


[1 主意！ |FAX を受信する場合は、必要なメモリ容量が確保さ 
れている必要があります。 

厂参考1 外出先でメール文書やその他のデータを印刷したいと 
いう場合，近くの FAX へ送信して出力し、プリンタの代用とし 
て使うという方法があります。 
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故障かなと思ったら 

簡単なトラブル•シューティングです0故障かなと思ったらま 
ず以下の点を確認してください。 

■電源が入らない 

(1) 新しい電池を入れる 

AC アダプタを使用していても主電池が消耗していると 
電源が入りません。消耗をしている場合は新しい主電池 
を入れてください。 

(2) 主電池カバーロックスイッチの位置を確認する 

主電池 カバーロック スイッチが解除位置になっていると、 
電池交換中と認識されるため電源が入りません。スイッ 
チが クローズ になっていることを確認してください。 

(3) 電池の方向を確認する 

電池が逆に入っていませんか？電池の入れ方を確認して 
ください0 

(4) 画面の表示を確認する 

画面の表示が薄くなっていたり、濃くなっていたりして、 
電源が入っているのが気づかない場合があります。 
IaHI+i g キーを押して調整してください。 

以上の点に問題がなければ、リセットスイッチを押してくだ 
さい。それでも電源が入らない場合には、電池をすべて抜 
き3 〇秒程度間隔をおいてから主電池—副電池の順で電池 
を装着し直し、リセットスイッチを押してください。 

上記の手続き後も電源が入らない場合には、保守サービス 
会社に連絡してください。添付品のサービス網一覧を参照 
してください。 
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■画面が暗い 

(1) コン ト ラス トを調整す る 

区キーを押すと、画面は明るくなります。 

(2) バックライトを点灯•消灯する 

本体上の バック ライトスイッチを押すと、 バック ライトが 
点灯し、暗い場所でも画面をより鮮明に見やすくするこ 
とができます。点灯も消灯も同じ操作で行います。 


「参考| バックライ トを点灯したあと、一定時間 キーボードや夕 
ッチパネルからの 操作がない場合は、自動的に バックラ イトを 
消灯して節電するように設定されています（乾電池使用時は約 
15秒後、 AC アダプタ使用時は約1分後）。 

設定を変更する場合は、コントロールパネルから[バックライ 
卜]アイコンを選択して行います。 

D 主意！ I バックライトを頻繁に使用すると、電池の消耗を早め 
ます。 


■市外局番がダイヤルされない 

「発信元（ダイヤルのプロ パテイ）」 に設定した所在地の市 
外局番と、接続先の市外局番が一致していると、市外局番 
を省略してダイヤルします。発信元と接続先に設定した市 
外局番を確認してください。 


■ダイヤルしたが電話がつながらない 
(話中音になってしまう） 

回線種別（トー ン ，パルス) が 間違っている可能性があります。 
「通信のプロパテイ」画面で回線の設定を確認してください。 
また、電話番号が正しくない、外線発信番号の「0,」等が入っ 
てしまっている等の原因も考えられますので、同様に確認 
してください。外線発信番号が入っていた場合には、「通信 
のプロ パテ イ」画面の「ダイヤル パターンの 設定」を変更し 
てください。 
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■ゼロ発信ができない 

「発信元（ダイヤルのプロパテイ）」の「ダイヤルパターンの 
編集」で、各パターンの先頭に「0,」が追加されていることを 
確認してください。また、回線設定の「モデムの設定」で 
「発信音がしてからダイヤルする」のチヱツクが外れてい 
ることも確認してください0 

■回線接続時に異常終了する 

以下の3点を確認してください。 

• 「通信のプロパティ」画面の電話回線の設定は正しいか。 

• モデムの設定は正しいか。 

• 機器は正しく接続されているか。 


■ FAX 使用時に「モデムを選択してください」の 
メ ッ セージが 表示される 

「通信設定」画面で正しいモデムが設定されているかどうか 
確認してください。 

■ F A X 使用時に回線が接続されない 

「通信のプロパティ」画面で、ダイヤルパターンの設定を確 
認してください。 

■ F A X 使用時に「プログラム実行用メモリが不 
足しています」のメ ッ セージが表示される 

. 複数のアプリケーシヨンを起動している場合は、使用してい 
ないアプリケーシヨンを終了させて、再実行してください。 
.デスクトップ画面から[スタート]—[設定]を選択し、コン 
ト ロール パネルの「システム」で、プログラム実行用のメモ 
リを増やしてから再実行してください。 

この他にも、原因のわからないトラブル、困った点や分からな 
い事などがあった場合には、 rNEC Mobile Gear インフオメー 
ションセンター」に連絡してください0 


48 



電池の交換 

電池の消耗状態を調べる場合は、以下のように行い方法ます。 


電池の状態は 「スター ト]今[設定] +[ パワーマネージメント] 
で表示される「パワー マネージメン トの プロパティ 画面」で確 
認できます。 


[ T 主意！1 

• 主電池と副電池の両方を交換する場合は、先に副電池を交換 
してから主電池を交換してください。両方の電池を一度には 
抜かないでください。 ユーザメモリのデータが 失われます。 

• 主電源が消耗している状態で使用を続けると、自動的に電源 
が切れます。速やかに電池の交換を行ってください。 

• 主電池を抜いた状態で長時間放置すると、副電池を消耗しユ 
ーザメモリが消えることがあります。 

• 電池を節約するために AC アダプタと併用することをおす 
すめします。 
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ご利用になる接続先ホストの ID 等の覚えに利用してくださ 
い〇ただし、パスワードは盗用される恐れがありますので、こ 
の冊子や他人の目にふれるようなところには記入しないでく 
ださい。 

<M EMO > 
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